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音楽史の授業における知識構成型ジグソー法の研究 
 

– 協調学習の有効性と課題についての考察 – 
 

               東京藝術大学 音楽学部 声楽科 3年 中村 仁 

 

 

 
要 旨 

 
 本研究は、協調学習の手法の一つである知識構成型ジグソー法を用いた授業の実践研究である。授

業では高等学校専門学科における教科「音楽」の科目「音楽史」を取り入れることで、生徒各自が音

楽の歴史についての理解を深めるとともに、学習意欲向上が見込まれると考えた。実践方法として大

学の講義において知識構成型ジグソー法を取り入れ、授業中の生徒の反応やそこから辿り着いた回答

と、授業後のアンケート調査及び授業コメントに基づいて分析を行った。大学で行なった理由とし

て、音楽を専門に学んでいる学生の意見調査のためであった。授業のメインとなる課題について予習

なしの無知の時点から始めたため、学生は初め困惑していたが、知識構成型ジグソー法を用いること

によって様々な観点から成る回答が得られ、同時にコミュニケーション能力の向上も期待された。一

方、高等学校で実践する際、教師は協調学習をするための教材研究及び資料の読解能力向上を図るた

めの全体計画の見直しが必要であるという課題も明らかとなった。 
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１. はじめに  

  

 よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社会と連携・協働しながら、

未来の創り手となるために必要な資質・能力を育むこと「社会に開かれた教育課程の実現を目指すた

め、高等学校において 2022年度入学生から新学習指導要領による指導が実施される。それに伴い、

「主体的・対話的で深い学び（＝アクティブ・ラーニング ）」の視点からの学習過程の改善が求めら

れることになり、生徒に「生きる力」を育てるために何ができるようになるのかを明確にする必要が

あるのだ。 

 現行学習指導要領「音楽史」の目標は「我が国及び諸外国の音楽の歴史について理解を深め、多様

な音楽の文化的価値をとらえる能力を養う。」とされているが、実際の学校現場で行われている授業は

ほぼ座学に等しく、自ら考え理解を深めていくまでに到達していないのが現状である。その要因とし

て歴史的観点から音楽について学習することに抵抗を感じている生徒が多く、また考えに至るまでの

知識不足が懸念されていることにある。 

 そこで対話的な授業による音楽の理解を深めるため、協調学習の手法の一つである知識構成型ジグ

ソー法を音楽史の授業実践として取り入れた。 

 これまで音楽の授業でこれらの手法を用いた授業としては小学校・中学校音楽科における実践（主

に合唱や鑑賞）が例として挙げられるが、一度触れた曲についての先入観から解放されることなく、

活動を行なっている最中も、資料よりも先ずは自分の感情が先走る傾向にあった。考えられる理由と
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して、合唱や鑑賞の授業における知識構成型ジグソー法の導入は一般教科と異なり、資料や音楽表現

のためのヒントが制限されることにある。これは感性を育む目的には適しているが、音楽史で用いる

となるとこれらの課題を解決しなければならない。それに伴い、本研究は音楽史の授業における知識

構成型ジグソー法の有効性と課題について考察するものとした。 

 

 

2. 知識構成型ジグソー法 

 

 知識構成型ジグソー法とは、人が本来持っている対話を通じて自分の考えをよりよくしていく力を

引き出しやすくするためのひとつの授業の型であり、三宅なほみらが提唱している学習方法の一つで

ある。コミュニケーション能力の向上のため、授業内でも対話的な活動の機会を設けることで、資

質・能力を使う必然性がある状況を教室にデザインするための学習環境づくりの方法のひとつとして

成っている。 

 授業ではまず各自が自分で本時の課題について考えを持つ。課題は一人では答えが出ないような問

いにしておくことで、その後の活動がより有意義になるため、この時の課題設定は慎重に検討すべき

である。 

 その後いくつかの異なる角度からの答えの部品を用意するため、3人のグループを 3つの異なるパー

トごとに分け、答えについての部品を学ぶ活動を行う（エキスパート活動）。 

 次にグループを組み替えて、異なるパート同士がエキスパート活動で検討した内容を伝えながら、

最初の課題に対する答えを作り上げていく活動を行う（ジグソー活動）。 

 次にそれぞれのグループがジグソー活動で考えたことを全体で共有する（クロストーク）。 

 最後に一連の学習で考えたことを自分なりに統合して、もう一度自分の言葉で課題に取り組むこと

で、今日学んだことや疑問に思ったことなどを次の学習に繋げることができる。 

 

 

3. 研究目的 

 

 本研究は、教科「音楽」のうち、科目「音楽史」における授業において知識構成型ジグソー法を導

入した際の有効性と課題について考察することを目的とする。 

 

 

4. 研究方法 

 

 本研究では、現行高等学校学習指導要領・音楽科「音楽史」に基づき、諸外国の音楽史を学習する

ために 3時間扱いの授業内容として立案された。1時間目では初期ロマン派の楽曲について関心を持

ち、鑑賞することを目標に、初期ロマン派の主な作曲家について学んだ後、標題音楽の説明とその一

例として、ヴァーグナーの楽劇《トリスタンとイゾルデ》の〈前奏曲〉とベルリオーズの《幻想交響

曲》より第 1楽章を鑑賞して、気づいたことや感じたことをワークシートに記入するものとした。2時

間目では前時の復習として標題音楽についての確認をした後、知識構成型ジグソー法を用いて《幻想

交響曲》を考察するものとした。3時間目では前時の活動をもとにレビューシートを作成し、生徒の理

解をより深めたところで再度《幻想交響曲》を鑑賞して、気づいたことや感じたことをワークシート

に記入するものとした。評価基準として「音楽への関心・意欲・態度」と「鑑賞の能力」の 2観点か
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らなり、鑑賞に関しては評価基準を 2回使うことになるため、2つの評価基準を設定した。 

 本授業は 2時間目の授業として実施した。研究方法として、音楽大学生（声楽・器楽科専攻）54人

を対象に 50分授業を行った後、授業に対するコメントとアンケート調査を通して、授業の有効性と問

題点を考察した。大学で行なった理由として、高等学校での導入にあたり、音楽を専門に学んでいる

学生の意見調査をする目的のためであった。 

 

4.1 資料について 

 教室は事前に 3人がけの机を 3つ用意し、三角形の形にしたものを 6ブロックにセッティングし

た。机上には ABCの資料とワークシートを各机に伏せて置き、資料に関してはまだ目を通さないよう

呼びかけた。 

 本時の課題と資料内容は以下の通りである。 

課題：《幻想交響曲》でイデーフィクスを用いることによって、音楽史の上で音楽表現がバロッ

ク・古典から初期ロマン派にかけて、どう変化していったのか、またベルリオーズが何を表現したか

ったのかを楽器編成も含めて考えてみよう。 

 

資料 A：ベルリオーズのイデーフィクスについて（図 1） 

資料 B：《幻想交響曲》の楽器編成と各楽章の 

特徴について（図 2） 

資料 C：バロック・古典派の音楽とロマン派の音楽の特徴について（図 3） 

ワークシート：（1）標題音楽の例としてイデーフィクスの譜例（2）課題とその解答欄（図 4） 

 

4.2 活動内容について 

 本時の展開は以下の通りである。 

① 前時の復習（鑑賞活動含む、約 9分） 

② 課題の取り組み（約 2分） 

③ エキスパート活動（資料読解約 3分、話し合い約 5分） 

④ ジグソー活動（約 15 分） 

⑤ クロストーク（約 5分） 

⑥ グループによる発表、まとめ（約 8分） 

⑦ 再度課題の取り組み（約 3分） 

 

4.3 授業アンケート及びコメントについて 

 本研究で行なったアンケートは授業内容についての感想を記述することで、有効性と問題点につい

て明らかにするものである。またコメントに関しては、高等学校の授業で導入した際に起こり得る課

題や支障をきたすであろう事柄の意見を受けることで、導入後に起こる問題を未然に防ぐためであ

る。 

 

 

5. 研究結果と考察 

 

5.1 活動内容 

 知識構成型ジグソー法を取り入れた活動内容についての分析を行なった。 
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5.1.1 課題の取り組み 

 本授業では課題の取り組み前に前時の復習として、初期ロマン派に確立した標題音楽（示導動機と

固定楽想）の概念を再度理解するために、ヴァーグナーの楽劇《トリスタンとイゾルデ》より〈前奏

曲〉に登場する「トリスタン和音」についての説明と実際にピアノで弾いて確認した後、ベルリオー

ズの《幻想交響曲》より第 1楽章の冒頭部分（イデーフィクス登場から）を鑑賞した。その直後本時

の課題について学生に解いてもらったが、あまり深くベルリオーズについてや《幻想交響曲》につい

て学習していなかったため、ここでは戸惑いや混乱している様子が見られ、多くの学生が空欄のまま

であった。 

 

5.1.2 エキスパート活動 

 課題の取り組み後、エキスパート活動の説明をしてから資料読解と話し合いを行なった。資料読解

後の話し合いの時間では、資料を読み取れているグループと理解に苦しむグループとで分かれた。ま

た机間巡視を行い、話し合いの進んでいないグループには助言を与えるなどの対応をすることで課題

の解答へ導けるよう誘導した一方で、資料の難しさに見切りをつける学生も少なくなかった。 

 

5.1.3 ジグソー活動とクロストーク 

 エキスパート活動後、ジグソー活動とクロストークの説明をしてから行なった。エキスパート活動

では学生の反応は今一つだったものの、ジグソー活動では互いに持っている知識の共有と共に課題に

取り組む姿が見られた。また未知の情報を得ることで話し合いが 

盛り上がり、課題の解答を明確にしているグループがほとんどであった。一方でここではクロストー

クも含め約 20分時間を取ったが、 

長さ的にもちょうど良かったといえる。 

 

5.1.4 グループによる発表、まとめと再度課題の取り組み 

 グループによる発表では全ブロックが資料の読み取りと各々の知識共有に成功したと思われる発言

が多く見られた。また、他ブロックの発表を聞いて、新たな発見や考えを持つ学生も多く見られた。 

 まとめではグループによる発表に対して教師がレスポンスする形をとった。 

 再度課題の取り組みについて、多くの学生が最初に考えた解答よりも充実した内容であった。また

最初の課題取り組みでは空欄になっていた学生も、ここでは自分なりの考えを持てるようになった。 

 

5.2 授業アンケート 

 授業アンケートでは音楽史の授業での新しい学習活動の導入について、教師による一方的な詰め込

み教育や座学だけで終わってしまうような授業内容を一切排除し、生徒主体で対話的な活動をするこ

とにより、音楽史を堅苦しく感じている生徒にとっても楽しめるのではないかという意見が多く回答

された。また人に説明するには自分が一番理解しなければならないため、各々がしっかりと授業に参

加できるのではないかという意見も出た。一方で、音楽の授業であるにも関わらず、音楽に触れる時

間が短すぎるという指摘や、課題や資料が難題であったという回答も見られた。 

 

5.3 授業コメント 

 授業コメントでは話し合いを効率よくするため机を三角形にした状態で授業を進めたことに対し

て、生徒の私語や集中力を維持することが極めて困難なのではという意見が出た。また生徒各々の習
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熟度が異なるため、エキスパート活動あたりから少しずつ差が出る可能性があるという指摘が出た。

しかし、従来のグループワークでは参加しない者や発言をしない者がいた分、知識構成型ジグソー法

では必ず各々の活動が重視されるため、グループ活動においての有効性があることや、多くの段階を

経て最終的に全員の意見を総合的にまとめるため、より理解と考えが深まることが期待されるという

意見も出た。 

 

5.4 考察 

 知識構成型ジグソー法を導入することで本研究では以下のことが考えられる。 

（1）歴史的な観点を生徒主体で対話的な活動を行う目的としては十分である。 

（2）課題に対して様々なヒントを得ることで学習意欲の向上へと繋がる。 

（3）他者に自分の意見を伝えようとする行動が見られる。 

（4）教材選択は生徒が学習しやすいように工夫しなければならない。 

 

（1）については、従来の音楽史の授業方法よりも生徒の知識増加が見込まれ、さらにその分野につい

ての関心が高まることが期待できるといえる。 

（2）については、当初解けなかった課題を様々な資料や意見を聞くことで、自ら答えを導くことがで

きる。またさらなる疑問が新たな問いとなり、結果として探究心を養うことができるといえる。 

（3）については、これまでのグループ活動に積極的でなかった生徒でも、各々が専門家になることで

必ず他者に自分の意見を伝えなければならないことから、その責任を果たそうとする意欲が見られる

とともに、他者に伝えることの難しさを知ることで、コミュニケーション力の向上が期待できるとい

える。 

（4）については、始めに出された課題やその対象となる音楽の難易度が高いことで、生徒の意欲を削

がれる恐れがあることから、これまでの学習観察を十分に行った上で教材選択する必要があるという

結果が本研究で明らかとなったといえる。 

 

 

6. 結論 

 

6.1 知識構成型ジグソー法による授業 

 新たな可能性が見込まれるこの学習活動方法は、普段教師が行うことを生徒が主体となり、課題に

対して知識を共有することで解答へと導くことができるといえる。 

 

6.2.1 知識構成型ジグソー法を導入することの有効性 

 研究授業を行うことで、高等学校専門学科における教科「音楽」科目「音楽史」に知識構成型ジグ

ソー法導入の有効性を見出すことができた。 

 音楽史という歴史的な知識の詰め込み型による生徒の苦手意識を克服するために、知識構成型ジグ

ソー法を導入することは十分な活動内容であるといえる。またこれまで定着していた音楽史の授業イ

メージを変えることで生徒の学習意欲の向上が期待でき、さらには授業によって新たな探究心を養う

機会を与えることにもなるといえる。 

 次に従来の鑑賞方法やグループワーク法では個人の感性や感情を重視したものとなっていたが、専

門知識を生徒主体で学び、共有することで、さらに感性を豊かにすることができることが見込まれ

る。また各々に発言の機会を与えることでコミュニケーション能力の向上も期待できる。 
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6.2.2 知識構成型ジグソー法を導入することの課題 

 「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業法として知識構成型ジグソー法を導入することによっ

て、対話的な学びの実現が可能となるが、生徒各々の習熟度に合わせた資料作りと課題設定をするた

めには、かなりの時間と調査が必要となる。さらには音楽の授業での導入の場合、鑑賞の時間が十分

に取れないことが大きな課題となる。よって教材選択をする際に、鑑賞時間の確保と課題の難易度を

考慮することが重要となることがわかる。 

 

6.3 今後の課題 

 これまでの研究結果から以下のようなことが課題が考えられる。 

 一つはグループワークの方法である。特に音楽の授業では音楽に触れる時間を十分に確保すること

が可能な活動内容を組み立てなければならない。そのためには、交響曲やオペラなどの膨大な作品で

はなく、小品や合唱曲などといった、情報量に制限のある作品が好ましいと考えられる。また知識構

成型ジグソー法では机の位置替えを行ったため、授業中の私語が目立つ可能性も浮上した。改善策と

して全体発表の際には発言者に立ってもらい注目してもらう、もしくは机をもとの状態に戻してから

発表するなどの工夫が必要である。 

 もう一つは教材選択と資料作りについてである。本授業では資料読解に 3分時間をとったが、各資

料ごとの知識量の統一性に欠けていたため、エキスパート活動の時点でばらつきが生じてしまったこ

とから、資料内容を統一することと、それに応じた教材選択をしなければならないことが考えられ

る。 

 今後「音楽史」の授業にも知識構成型ジグソー法を取り入れることで、さらなる問題点の浮上が予

想されるが、常に教材研究と生徒の様子を観察した上で授業をデザインしていく必要があるといえ

る。 
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